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岩倉市職員研修基本方針 

  人事評価制度の導入など人事行政を取り巻く状況の変化や、本市のまちづくりの

最上位計画である第５次総合計画がスタートしたことなどを踏まえ、令和５年３月

に「岩倉市職員人材育成基本方針」の見直しを行いました。 

基本方針は、未来を見据えた「目

指すべき組織像」と「目指すべき

職員像」を掲げ、職員一人ひとり

が同じベクトルで歩む「羅針盤」

として位置づけるものとしていま

す。 

職員研修計画は、人事評価制

度と連動して、職員の人材育成

の一層の推進を図るものとし、

職責ごとに求められる能力を身

につけられる施策を実施するも

のとしています。 

目指すべき組織像 

組 織 像 

～ 目指すは “一流の市役所” ～ 

市民の信頼に応える市役所 

「ともに」歩む未来志向型の市役所 

市民の生命・財産を守る市役所 

目指すべき職員像 

職 員 像 

いわくらを愛し、未来に向けて「ともに」チャレンジする 

プロフェッショナルな職員 

岩倉市自治基本条例 

岩倉市総合計画 

岩倉市職員人材育成基本方針 

職員研修と人事評価制度の連動 

人事評価制度 岩倉市職員研修計画 
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岩倉市職員研修体系図 

職 員 研 修

１ 市独自研修   

２ 派 遣 研 修      

 

自己啓発（自学） 

職場研修（OJT） 

職場外研修（Off-JT） 

階層別研修 

専門研修 

特別研修（秘書人事課・担当課） 

愛知県市町村振興協会研修センター 

尾張五市二町研修協議会 

市町村職員中央研修所（JAMP） 

全国市町村国際文化研修所（JIAM） 

自治大学校 

民間企業等派遣研修等 

職場外研修の内訳 

向上心を持ち、絶えず自己啓発につとめ、自らの力
で学び能力を高める 

日常的な職務を通じて必要な知識や技術等を習得
し、職場内での人材育成・能力開発を推し進める 

通常業務から離れて一定期間集中し、高度な専門知
識や技術等のノウハウを習得する
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日程 会場 対象者 概要

4/7
4/8
5/20

大会議室
市職員として必要な基本知識の習得を図るとともに、公務員と
しての自覚を深める。

岩倉市各施設における実習・見学を通して、行政の幅広い業務
を理解するとともに、行政全般について広い視野で物事を捉え
る力を身につける。

10/16
10/17

市長室
現在担当している仕事の内容や、市政への提案、将来の希望や
市長への要望など、特にテーマを設けずフリートーク形式で意
見交換を行う。

3月 調整中
採用後約１年を振り返り、仕事に対する意欲、やりがい、ふと
した疑問など感じていることを語り合うことにより、職務に対
するモチベーションの向上を図る。

内定者
（R8.4.1採用）

採用に先立って、市職員としての基礎知識を養うための自学自
習を促す。

5/13 会議室７
主査、主幹級に昇
任した職員

職員特性・管理能力診断を実施し、診断結果から自己理解、自
己啓発を促す。

12/4
1/19
2/9

大会議室
ほか

主事・主任

入庁後一定年数経過した職員を対象に、更なる成長を促すため
の研修。事務をこなすのみではなく、付加価値の意識や、見通
しが立ちにくい場面でも新たな挑戦ができるようなマインド作
りを図る。

10/24
12/9
2/19

生涯学習センター
ほか

主査（一部主任）
部下を持つ立場となることに備え、必要な知識や能力の向上を
図る（例：セルフマネジメント、プレゼンテーション能力、折
衝力、部下育成など）

全職員（再任用職
員、会計年度任用
職員を含む。）

個人情報の適切な管理を行い、個人情報の利用や提供などを通
じて、公平性・透明性の高い行政運営を行うため、個人情報保
護制度と情報公開制度の関係と基本的な制度を理解する。

調整中
9月議会傍聴

大会議室ほか 全職員 議案作成、説明資料など議会や委員会の仕組みを学ぶ。

人事評価制度にお
ける被評価者

人事評価制度を公平に運用していくために、実施に係るプロセ
スなどを正しく認識する。

8月 大会議室
人事評価制度にお
ける評価者

評定方法の習熟、公正な評価を行うための知識を身につけ、評
価演習を行うことにより評価の均等化を図る。

－ － －
岩倉市における法制執務の知識を学び、例規の制定、改廃等に
関する実践的な事務の方法を習得する。
【基礎編・応用編の２部制】

11/25
11/28
12/5

大会議室
全職員（再任用職
員、会計年度任用
職員を含む。）

不測の事態に直面した場合の対処法として、心肺蘇生法・AED使
用法を習得する。

全職員
協働のまちづくりを担う主体としての一市民として、協働につ
いての理解を深める。

令和７年度市独自研修（秘書人事課実施分）計画

新規採用職員
（R7.4.1採用）

特
別
研
修

職員協働研修

情報公開・個人情報保護研修（映像研修）

新規採用職員前期研修

新規採用職員中期研修（職場体験研修）

市長と新規採用職員との意見交換会

新規採用職員後期研修

階
層
別

主査研修

主事・主任研修

1月

動画視聴により実施

動画視聴により実施

自己管理研修

専
門

10～12月

3月

普通救命講習会

キャリアアップ研修（議会の仕組み）

被評価者研修（映像研修）

新規採用職員事前研修（内定者）

評価者研修

法制執務研修（隔年で実施）
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（講師欄等は、実施時の所属・職名）

１　市独自研修

(1) 階層別研修

ア 新規採用職員前期研修

目 的

対 象 受　講　者 18名

期 間

場 所

久保田　桂朗

中山　裕允

小野　誠

坂崎　香織

林　高行

武藤　雅幸

宇佐美　祐二

井手上　豊彦

富田　浩次

山内　雅史

金森　隆
植手　雄太

柴田　義晴

イ 新規採用職員中期研修（職場体験研修）

目 的

対 象 受　講　者 16名

期 間

場 所

内 容 窓口業務、まち歩きツアー、保育業務、ごみ出しの実態調査、イベント業務

ウ 市長と新規採用職員との意見交換会

目 的

対 象 受　講　者 20名

期 間

場 所

内 容

個人情報の話

市民窓口課：10月22日、24日のうち指定された日
ごあんない～わ：10月29日
市内公立保育園:11月６日～８日のうち指定された日
清掃事務所：12月２日、３日のうち指定された日
いわくら市民ふれ愛まつり：11月10日
冬の鍋フェスinいわくら：12月７日、８日のうち指定された日
市民健康マラソン：３月２日

市役所、市内公立保育園、清掃事務所、アデリア総合体育文化センター、お祭り広場

令和６年４月１日採用職員、令和５年４月１日採用職員のうち未受講者

第１回：10月３日、第２・３回：10月４日、第４回：10月11日

市長室

防災の話

地方財務の話

令和６年４月１日採用職員

岩倉市自治基本条例市民参加と協働について

SNSの利用について

法制執務・文書の話

大会議室

市長講話

人事評価制度

内 容

地方自治の話

認知症サポーター養成講座

普通救命講習
〔心肺蘇生法・AED〕

副市長講話

生涯学習課スポーツグループ　統括主査

企画財政課企画政策グループ　主任
協働安全課市民協働グループ　主任

副市長

現在担当している仕事の内容や、市政への提案、将来の希望や市長への要望など、特にテーマを設けずフ
リートーク形式で意見交換を行う。

福祉課社会福祉グループ　主査

秘書人事課秘書広報グループ　統括主査

行政課行政グループ　主任

行政課行政グループ　統括主査

企画財政課財政グループ　主幹　

協働安全課防災安全グループ　主査

消防本部消防署職員

いわくら認知症ケアアドバイザー会

新規採用職員として採用後数か月を振り返り、職員としての立場や職場の同僚との関わりなど実際に肌で感
じたことを市長と意見交換する。

秘書人事課人事グループ　統括主査

接遇

市に関連する施設等における実習や施設見学を通して、行政の幅広い業務を理解するとともに、広い視野で
物事を捉える力を身につける。

公務員としての自覚と意識の確立を図るとともに、職場への適応力を養うため、職務上必要な基本的知識、
技能、態度を修得させる。

令和６年４月１日採用職員

４月３日、８日、６月６日、19日

市長

企画財政課企画政策グループ　主任　

令和６年度　職員研修等実績

講 師

市勢概要
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エ 新規採用職員後期研修

目 的

対 象 受　講　者 16名

期 間

場 所

オ 自己管理研修

目 的

4名

6名

期 間

場 所

内 容

(2) 専門研修

ア 情報公開・個人情報保護研修

目 的

対 象 受　講　者 598名

期 間

場 所

イ 法制執務研修

目 的

対 象 受　講　者 50名

期 間

場 所

講 師

ウ キャリアアップ研修（議会の仕組み）

目 的

対 象 受　講　者 22名

期 間

場 所

講 師

施設見学

全職員

全職員

内 容

個人情報の適切な管理を行い、個人情報の利用や提供などを通じて、公平性・透明性の高い行政運営を行う
ため、個人情報保護制度と情報公開制度の関係と基本的な制度を理解する。

２月13日

ゆめミール

講 師

将来に向けて、議案作成、説明資料など議会や委員会の基本的な仕組みを学ぶ。

プレゼンテーションに必要な表現力、説明力の向上を図る。併せて、採用後１年または１年半を振り返り、
職員としての立場や職場の同僚との関わりなど実際に肌で感じたことを語り合い、今後の目標を立てる。

令和６年４月１日採用職員、令和５年４月１日採用職員のうち未受講者

「私の思うこと～採用から今までを振り返っ
て～」プレゼンテーション

令和６年４月１日に主査へ昇任した職員
受　講　者

教育長講話

―

学校給食センター職員

教育長 野木森　広

会議室７

SKK式適性検査によりメンタルヘルス、対人能力などを診断し、診断結果から自己理解を深めるとともに、今
後の自己啓発意欲の向上を図る。

７月17日

大会議室

動画視聴により実施

第１部（基礎）：本市における法制執務の知識を学び、例規の制定、改廃等に関する実践的な事務の方法を
習得する。
第２部（応用）：法制執務の審査の際に例規担当者が気にするポイント等を学び、例規をチェックする能力
を身につける。

全職員

対 象
令和６年４月１日に主幹級へ昇任した職員

５月８日

SKK式適性検査〔職員特性診断〕〔管理能力診断〕（CDによる検査）、診断結果のフィードバック

講義：８月19日
議会傍聴：９月２日、４日～６日、12日、17日のうち希望する日

大会議室、議場、第１委員会室

第１部：行政課行政グループ　主任　夏目　真一
第２部：総務部専門監　齋藤　元英

議会事務局　主幹　田島　勝己
行政課行政グループ　統括主査　宇佐美　祐二
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エ キャリアアップ研修（税財政について）

目 的

対 象 受　講　者 69名

期 間

場 所

講 師

オ 被評価者研修

目 的

対 象 受　講　者 －

期 間

場 所

講 師

カ 評価者研修

目 的

対 象 受　講　者 98名

期 間

場 所

講 師

(3) 特別研修

ア 普通救命講習会

目 的

対 象 受　講　者 23名

期 間

場 所

講 師

イ 傾聴力・対話力を向上！アサーティブコミュニケーション研修

目 的

対 象 受　講　者 30名

期 間

場 所

講 師

ウ チームワーク向上研修

目 的

対 象 受　講　者 29名

期 間

場 所

講 師

第１・２回：５月20日、第３・４回５月31日

評定方法の習熟、公正な評価を行うための知識を身につけ、評価演習を行うことにより評価の均等化を図
る。

人事評価制度における評価者

大会議室

主査以下の職員、岩倉市商工会員、福祉サービス事業所職員

全職員

第１・２回：10月15日

不測の事態に直面した場合の対処法として、心肺蘇生法・AED使用法を習得する。

将来に向けて、税及び財政に関する知識を深める。

大会議室

立場や意見が異なる相手に対し、相手の意見を聞き、論点を整理しながら調整し、お互いが納得のいく合意
形成を図る能力を向上する。

大会議室

「岩倉市職員人材育成基本方針」規定した職員一人ひとりの強みを発揮し、互いの弱みは補い合い、その能
力をチームで集結するプロフェッショナル集団となるためのポイントを学ぶ。

大会議室

株式会社　話し方教育センター　長尾　茂友

統括主査以下の職員、岩倉市商工会員、福祉サービス事業所職員

11月14日

人材育成基本方針の見直しに伴う人事評価制度の変更点を中心に、能力評価や業績評価についての知識を身
につける。

人事評価制度における被評価者

大会議室

動画視聴により実施

企画財政課財政グループ　主幹　井手上　豊彦
税務課市民税グループ　統括主査　草間　千佳子
税務課固定資産税グループ　統括主査　水野　珠美

株式会社　話し方教育センター　千名　貴志

消防署職員

株式会社話し方研究所　東　則行

株式会社イヴレス　御堂　剛功

主事補～主任、税財政業務未経験者

９月25日

11月14日
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エ グレーゾーンを正しく理解！ハラスメント防止研修

目 的

対 象 受　講　者 28名

期 間

場 所

講 師

オ ストレス対処法を学ぶ！レジリエンス研修

目 的

対 象 受　講　者 422名

期 間

場 所

講 師

カ 子育て・介護にも役立つ！怒りのマネジメント研修

目 的

対 象 受　講　者 31名

期 間

場 所

講 師

キ コンプライアンス研修

目 的

対 象 受　講　者 632名

期 間

場 所

講 師

ク ＳＤＧｓ研修

目 的

対 象 受　講　者 30名

期 間

場 所

講 師

ケ 職員協働研修

目 的

対 象 受　講　者 22名

期 間

場 所

講 師

大会議室

全職員

全職員

相手の話に熱心に耳を傾け、相手の怒りの本質を知り、自分の怒りの感情をコントロールして、円滑な人間
関係の構築やストレス軽減に繋げる。

レジリエンス（精神的回復力）を理解して、ストレスの対処法を学び、一人ひとりが自分の心を自分で守る
術を身につける。

米山哲司事務所　米山　哲司

動画視聴により実施

株式会社話し方研究所　武島　洋子

第１回：８月１日、第２回：10月23日

国連が採択した2030年までに達成を目指す世界目標であるＳＤＧｓの考え方を身につけるとともに、本市の
課題解決に当たりＳＤＧｓを活かした発案をできるようにする。

長久手心理オフィス　古井　由美子

各種ハラスメントの定義を正しく理解し、職員一人ひとりがハラスメントを起こさないような職場づくりに
努めるとともに、上司として立場や役割を理解する。

グループ長以上の職員、岩倉市商工会員、福祉サービス事業所職員

11月19日

大会議室

１月31日

大会議室

協働の重要性、必要性について理解したうえで、民間事業者を含めた多様な主体との協働によるマルチパー
トナーシップについて考える。

主任・主査級の職員

全職員、岩倉市商工会員、福祉サービス事業所職員

11月19日

大会議室

株式会社イヴレス　御堂　剛功

公務を取り巻く環境がめまぐるしく変化する中、信頼される公務員となるために、公務員の特性・職員のモ
ラルを認識する。

全職員

動画視聴により実施

株式会社インソース　古木　孝典

四日市大学副学長　総合政策学部教授　小林　慶太郎
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コ 職員講演会　※中止

目 的

対 象 受　講　者 －

期 間

場 所

講 師

サ セルフモチベーションコントロール研修

目 的

対 象 受　講　者 18名

期 間

場 所

講 師

(4) 担当課にて実施の研修

ア ユニバーサルデザイン研修（企画財政課）

目 的

対 象 受　講　者 19名

期 間

講 師 日本福祉大学　児玉　善郎

イ 情報セキュリティ研修（行政課）

目 的

対 象 受　講　者 456名

期 間

講 師 リモートラーニングのためなし

ウ 市職員交通安全講習会（行政課）

目 的

対 象 受　講　者 150名

期 間

講 師

エ 生成ＡＩ活用研修　基礎・発展（行政課）

目 的

対 象 受　講　者 75名

期 間

講 師

オ 市職員安全運転講習会（行政課）

目 的

対 象 受　講　者 9名

期 間

講 師

本研修は、デジタル人材育成のため、自治体DXを推進していく上で最低限必要となるセキュリティやICTに関
する基礎知識の修得に重点を置き、最新のセキュリティ技術や個人情報の取扱いに関する一般知識、ICTに関
する基礎知識の修得及び意識レベルの向上。

全職員（会計年度任用職員も含む）

７月24日～10月31日

職員（自動車運転業務に従事する会計年度任用職員を含む。）

岩倉市ユニバーサルデザイン振興指針の策定から20年が経過し、改めてユニバーサルデザインの考え方を学
ぶことで職員一人ひとりの意識を高める。

主査以下の職員（再任用職員、会計年度任用職員を含む）

１月27日

職員、三役、市議会議員

市職員の交通安全に関する意識を高め、公私にわたり交通事故を防止するため。

１月９日

生涯学習センター　研修室１・２

職員（自動車運転業務に従事する会計年度任用職員を含む。）

１月24日

株式会社江南自動車学校　武藤、大藪、粥川

生成ＡＩを知り、使いこなすためのポイントを学び、生成ＡＩを業務の質の向上及び効率化に生かすことを
目的とする。

全職員

10月21日

株式会社インソース　岩田　徹

10月７日、10月11日

一般財団法人愛知県交通安全協会交通安全普及所　坂上

市職員の安全運転に対する意識を高め、運転技能の再確認を図るため。

自身の力量向上のためや仕事に対して情熱と誇りをもって働くため、自ら学び続けようとする資質を育てる
こと。

秘書人事課が指名した職員、受講希望者

行政を取り巻く環境の変化に先見的に対応する広い視野と高度な識見を 修得する。 

アデリア総合体育文化センター　多目的ホール

12月24日

株式会社リンクアンドモチベーション　齋藤　拓郎

愛知県副知事　牧野　利香
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カ 男女共同参画研修（協働安全課）

目 的

対 象 受　講　者 15名

期 間

講 師

キ やさしい日本語研修（協働安全課）

目 的

対 象 受　講　者 20名

期 間

講 師

ク 重層的支援体制整備事業に係る職員研修（福祉課）

目 的

対 象 受　講　者 31名

期 間

講 師

ケ 身近な人の悩みに寄り添う講座（福祉課）

目 的

対 象 受　講　者 28名

期 間

講 師

コ 手話講習会（福祉課）

目 的

対 象 受　講　者 21名

期 間

講 師

サ 人権研修会（福祉課）

目 的

対 象 受　講　者 41名

期 間

講 師

シ 救急隊勉強会（消防署）

目 的

対 象 受　講　者 50名

期 間

講 師

ふそう男女共同参画懇話会会員　千田　純子

周産期に係る症例検討会及び医師の講義を受講し、周産期救急に対する知識、対応技術の向上を図る。

消防職員

障害者差別解消法への理解を深めるとともに、手話を通じて障害への意識を高める。

職員、民生委員・児童委員、障害福祉サービス事業所、介護保険サービス事業
所

３月５日

３月18日

愛知県尾張福祉相談センター　吉川　徹

岩倉手話サークル「こいのぼり」　玉置　正典　他数名

長久手心理オフィス　古井　由美子

10月31日

大野レディスクリニック　大野　泰正

１月28日

人間が人間らしく幸福に生きるために最優先するべき基本のルールの「人権」について、家庭、地域、職
場、学校などの日常生活において人権の考え方を取り入れ、人権が文化として定着した社会の実現を図るた
め。

市民、市職員、人権擁護委員等

職員・民生委員・児童委員・一般公募

４月９日

コミュニティーネットハピネス　土屋　幸己

自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を図ることができるゲートキーパーを養成するため。

LGBTQ＋やジェンダーについて学び、自分や相手を思いやる考え方を日々の生活の中に取り込む。

全職員

11月26日

重層的支援体制整備事業の背景・概要を理解し、複合的課題等を抱えた市民やその世帯を支援するためのア
セスメント、支援の手法を学び相談対応について統一的な運用を目指す。

職員

外国人住民を含める全ての市民に対して「やさしい日本語」を活用した伝わりやすい情報提供や窓口対応を
身につけること。

全職員

１月28日

「入門・やさしい日本語」認定講師/日本語講師　初期日本語教室「いわくらにほんごクラス」副代表　西村
恵美子
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ス 愛知県障害児等療育支援事業（あゆみの家）

目 的

対 象 受　講　者 48名

期 間

講 師

セ 児童館職員内部研修会（児童館・放課後児童クラブ）

目 的

対 象 受　講　者 36名

期 間

講 師

ソ 児童館職員内部研修会（児童館・放課後児童クラブ）

目 的

対 象 受　講　者 40名

期 間

講 師

タ 放課後児童クラブ職員内部研修会（児童館・放課後児童クラブ）

目 的

対 象 受　講　者 40名

期 間

講 師

チ 保育園職員研修（子育て支援課）

目 的

対 象 受　講　者 283名

期 間

中村　和子

近藤　みえ子

笹瀬　ひと美

坂梨　恭子

天野　諭

平松　知子

八木　純子

小島　千恵子

山下　直樹

市独自研修受講者合計 3544名

中部大学　非常勤講師

社会福祉法人　熱田福祉会理事長

子育て支援センター

あいち保育研修研究協議会

名古屋短期大学　教授

講 師

⑧保育の基本
～『保育ってなに？』と改めて考えてみた～

臨床発達心理士

修文大学　准教授

④気になる子への援助

②絵本ってステキ
～子どもの発達と絵本～

保健センター　作業療法士

①５月23日、②６月26日、③８月２日、④８月26日、⑤10月22日、⑥11月27日、⑦12月12日、⑧１月21日、
⑨２月27日

⑨気になる子のわらべうた

①元気なお口の育て方
～おいしく食べる楽しく食べる～

⑦あそびの大切さと保育環境

⑤子どもの権利を守る保育
～ジェンダーに着目して～

⑥あたたかな保育はあたたかな職員集団がつ
くる

５月17日、11月26日

保育園等の職員のスキルアップ・資質向上を図る。

保育職員

愛知県医療療育総合センター地域支援課・こども発達支援センターおりーぶ
久保総子・増田憲子・池田詠衣子・大森恭子

③乳児の育ちを理解したうえでの関わり方、
あそび方

内 容

愛知県障害児等療育支援事業　地域の支援者の人材育成と連携。

市内小中学校、幼稚園、認定園、保育園、福祉課、健康課、事業所等、障がい
児（発達のゆるやかな子）にかかわる支援者

児童館・放課後児童クラブに従事する現任者

日本福祉大学教授　渡辺　顕一郎

３月６日

放課後児童クラブに従事する現任者

愛知みずほ大学　木戸　盛年

２月14日

大人数の中での配慮の仕方および周囲児童への対応について学ぶ。

ストレスに向き合い上手につきあっていく術を学ぶ。

中高生の対応を見据えボードゲームに精通している講師をお招きし、ボードゲームの選び方と遊びから広が
る子どもの居場所づくりを考える。

児童館・放課後児童クラブに従事する現任者

12月５日

こまきこども未来館　瓜生　俊基
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（受講者欄は、受講時の所属）

２　派遣研修 

(1) 公益財団法人愛知県市町村振興協会研修センター

研　修　名 日数 期日

市民協働部協働安全課防災安全グループ 水野　功一

福祉部長寿介護課長寿福祉グループ 新中須　俊一

11/6,7 市民協働部市民窓口課窓口グループ 寺澤　顕

11/28,29 健康こども未来部こども家庭課児童館 山口　友恵

10/8 総務部秘書人事課 小﨑　尚美

10/9 建設部都市整備課 加藤　淳

10/16 建設部商工農政課 岡　茂雄

10/17 福祉部長寿介護課 浅田 正弘

10/18 建設部維持管理課 竹安　誠

健康こども未来部 西井上　剛

建設部 西村　忠寿

教育部 石川　文子

愛北広域事務組合 小松　浩

地方公務員法研修 2日 5/29,30 総務部秘書人事課人事グループ 犬飼　智博

法制執務研修（基礎） 2日 6/11,12 建設部都市整備課計画営繕グループ 澤井　雅史

民法研修（家族法） 3日 9/3,4,25 市民協働部市民窓口課窓口グループ 室町　裕子

法制執務研修（実務） 2日 2/18,19 建設部都市整備課計画営繕グループ 澤井　雅史

9/11,12 総務部企画財政課企画政策グループ 早川　聡子

11/6,7 総務部行政課デジタル推進グループ 柴田　真一

総務部税務課収納グループ 丹羽　真伸

総務部税務課収納グループ 櫻井　菜穂子

財務会計初任者実務研修 2日 6/12,13 総務部企画財政課財政グループ 福嶋　めぐ美

財務諸表の読み方研修 1日 5/9 監査委員事務局 比嘉　崇行

建設部上下水道課上水道グループ 関戸　浩史

建設部上下水道課下水道グループ 小長野　佑太

5/29 総務部秘書人事課 小﨑　尚美

5/30 福祉部長寿介護課長寿福祉グループ 新中須　俊一

5/16,17 総務部秘書人事課秘書広報グループ 富樫　麻美子

5/23,24 総務部秘書人事課秘書広報グループ 瀧本　亮

秘書研修 2日 12/24,25 総務部秘書人事課秘書広報グループ 林　高行

6/6,7 総務部企画財政課財政グループ 綾田　正和

9/5,6 総務部税務課市民税グループ 横井　美那

9/12,13 建設部維持管理課管理グループ 用松　寛秋

ファシリテーション研修 2日 10/30,31 福祉部長寿介護課長寿福祉グループ 髙山　智史

6/18,19 市民協働部市民窓口課医療グループ 坪内　裕紀

6/20,21 福祉部長寿介護課介護保険グループ 鳥居　琢磨

9/10,11 健康こども未来部こども家庭課保育グループ 南端　隆佳

9/12,13 総務部税務課市民税グループ 園田　秀勝

12/3,4 市民協働部協働安全課防災安全グループ 富田　浩次

7/2 消防本部消防署 蜂須賀　浩康

8/6 市民協働部協働安全課防災安全グループ 中村　嶺男

11/15 教育部学校教育課学校教育グループ 飯田　慈至

12/13 教育部生涯学習課生涯学習グループ 奥村　望加

リスクマネジメント研修 2日 8/26,27 建設部商工農政課商工観光グループ 加藤　弘人

問題解決能力向上研修 3日 6/4,5,1/15 市民協働部市民窓口課医療グループ 伊原　将人

12/19,20 市民協働部市民窓口課国保年金グループ 犬飼　麻里子

1/16,17 福祉部長寿介護課介護保険グループ 岡村　朋恵

キャリアアップ研修（係長以上） 2日 12/5,6 健康こども未来部こども家庭課子育て支援グループ

1/23,24 総務部税務課市民税グループ 村上　一水

　(2)  尾張五市二町研修協議会 2/6,7 消防本部消防署 蜂須賀　浩康

総務部行政課行政グループ 早川　英精

福祉部福祉課社会福祉グループ 遠藤　康平

ハラスメント防止研修 1日 5/8 総務部秘書人事課人事グループ 小野　誠

ＤＸ研修 1日 5/28 健康こども未来部こども家庭課保育グループ 岸　晃平

接遇研修指導者養成研修 3日 1/22,23,24 市民協働部市民窓口課窓口グループ 吉田　紗野子

総務部秘書人事課 小﨑　尚美

健康こども未来部健康課保健予防グループ 井上　佳奈

健康こども未来部こども家庭課保育グループ 岸　晃平

会計管財課 若森　豊子

特別セミナー① 1日 4/25 市民協働部協働安全課市民協働グループ 鈴木　奈々美

総務部秘書人事課秘書広報グループ 早川　雅史

市民協働部環境政策課さくら・川・環境グループ 今枝　正継

建設部上下水道課下水道グループ 井上　美保

受講者名

7/23,24

2日

10/15

複式簿記研修（実務） 5日

採用面接研修

特別セミナー②

課長補佐研修 2日

課長研修 1日

部長研修 1日

2/13

クレーム対応研修 2日

6/11

11/201日

政策立案研修 2日

職場でのコミュニケーション研修
（一般職員）

1日

地方税研修（徴収） 3日

キャリアアップ研修（女性職員） 2日

プレゼンテーション研修（一般職
員）

2日

12/10,11,12

折衝力・交渉力研修 2日

タイムマネジメント研修 1日

コーチング研修 2日

8/15,23,9/6,13,10/11

広報戦略研修 2日

オープンセミナー 1日
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　(2) 尾張五市二町研修協議会

研    修    名 開催市町 期　　　日

総務部秘書人事課人事グループ 服部　恭兵

総務部行政課財政グループ 福嶋　めぐ美

市民協働部市民窓口課国保年金グループ 犬飼　麻里子

福祉部福祉課社会福祉グループ 真野　友貴

健康こども未来部健康課保健予防グループ 宮田　淳一

総務部秘書人事課人事グループ 永田　倖暉

建設部維持管理課維持グループ 髙井　涼介

健康こども未来部こども家庭課西部保育園 水谷　侑那

教育部生涯学習課生涯学習グループ 松浦　友香

建設部維持管理課管理グループ 内藤　匠海

市民協働部環境政策課さくら・川・環境グループ 知崎　莉緒菜

健康こども未来部こども家庭課中部保育園 山崎　紀子

市民協働部市民窓口課医療グループ 野田　梨央

消防本部消防署 久保原　萌

福祉部福祉課社会福祉グループ 副島　あかり

消防本部消防署 柗井　友翔

福祉部長寿介護課長寿福祉グループ 田宮　朋香

総務部行政課デジタル推進グループ 浅野　紗帆

市民協働部市民窓口課医療グループ 伊原　将人

建設部上下水道課下水道グループ 山内　佑華

総務部税務課収納グループ 川添　桂寛

福祉部福祉課社会福祉グループ 速水　瞭

会計管財課会計グループ 伊藤　祐希

総務部税務課市民税グループ 横井　美那

健康こども未来部こども家庭課保育グループ 河村　真以

教育部生涯学習課スポーツグループ 瀧　隼大

総務部秘書人事課秘書広報グループ 小島　沙織

健康こども未来部こども家庭課保育グループ 八木　拓哉

総務部秘書人事課人事グループ 柴田　晃輔

総務部税務課市民税グループ 村上　一水

建設部都市整備課整備グループ 長坂　浩之

総務部行政課デジタル推進グループ 柴田　真一

総務部税務課収納グループ 田中　智大

建設部都市整備課計画営繕グループ 井上　秀和

総務部行政課行政グループ 牧山　学

健康こども未来部健康課保健予防グループ 村瀬　雄哉

建設部維持管理課管理グループ 内田　佳奈

総務部秘書人事課秘書広報グループ 瀧本　亮

総務部税務課収納グループ 坪内　美紀

健康こども未来部健康課健康支援グループ 鳥井　聡美

総務部企画財政課企画政策グループ 中山　裕允

市民協働部市民窓口課窓口グループ 伊藤　慎梧

建設部維持管理課管理グループ 用松　寛秋

総務部行政課行政グループ 武藤　雅幸

市民協働部市民窓口課窓口グループ 井上　直人

議会事務局 丹羽　亮二

総務部秘書人事課人事グループ 犬飼　智博

　(3) 自治大学校 総務部行政課行政グループ 宇佐美　祐二

健康こども未来部こども家庭課第三児童館 白石　久美子

総務部税務課市民税グループ 草間　千佳子

福祉部長寿介護課介護保険グループ 石井　陽平

建設部都市整備課計画営繕グループ 澤井　雅史

会計管財課会計グループ 三輪　愛

教育部生涯学習課スポーツグループ 山内　雅史

7/11,12
（法制執務）
6/14
（接遇）

10/4,17,18

10/10,21

一般職員中期④ 小牧市

10/11,22

10/1,7,8

一般職員前期② 11/7,8,11

受講者名

11/12,13,14

一般職員中期①

一般職員前期③

新規採用職員後期研修③

新規採用職員後期研修④

新規採用職員後期研修⑤

新規採用職員後期研修⑥

一般職員前期①

一般職員後期① 江南市 10/28,11/5,13

新規採用職員後期研修①

犬山市

10/2,7

新規採用職員後期研修② 10/3,8

犬山市

10/9,18

10/4,17

中堅職員実務研修
（法制執務・接遇）

大口町
（法制執務）

扶桑町
（接遇）

11/1,5,6

10/2,9,10

10/3,15,16

小牧市
一般職員中期②

一般職員中期③

係長研修①

岩倉市

6/28,7/2,4

係長研修② 7/1,3,5

一般職員後期②

江南市

10/29,11/6,14

一般職員後期③ 10/30,11/7,15
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　(3) 自治大学校

期間

ＤＸ推進リーダー育成特別研修 12/2-12/6 総務部行政課デジタル推進グループ 堀　宏志

10/10-12/25 会計管財課契約管財グループ 櫻井　陽介

　(4) 全国市町村国際文化研修所（ＪＩＡＭ）

期間

　(6)  民間企業等派遣研修 5/27-29 市民協働部協働安全課市民協働グループ 鈴木　奈々美

7/1-3 健康こども未来部こども家庭課保育グループ 岸　晃平

小規模自治体のためのＤＸの推進 9/11-13 総務部行政課デジタル推進グループ 橋本　雄斗

　(5) 民間企業等派遣研修

期間

　(7) 不当要求防止責任者講習会 R6/1/1-R6/12/31 健康こども未来部こども家庭課保育グループ 八木　拓哉

R7/1/1-R7/12/31 教育こども未来部子育て支援課保育グループ 北川　浩也

R6/1/1-R6/12/31

R7/1/1-R7/12/31

　(6) 不当要求防止責任者講習会

研修名 場所 期間

総務部秘書人事課 小﨑　尚美

福祉部長寿介護課 浅田　正弘

建設部 西村　忠寿

建設部都市整備課 加藤　淳

建設部上下水道課 田中　伸行

教育部学校教育課 中野　高歳

総務部企画財政課 佐野　剛

健康こども未来部こども家庭課 野田　克枝

建設部商工農政課 岡　茂雄

建設部維持管理課 竹安　誠

監査委員事務局 佐藤　信次

　(7) 全国地域リーダー養成塾

目的：広い視野と深い見識、卓越した想像力と豊かな人間性を備え、常に問題意識と確固たる使命感を持ち、積極的主体的に行動できる地域のリーダーを養成する。

　(9) 全国地域リーダー養成塾 期間

（5/15-2/7）全7回 市民協働部市民窓口課国保年金グループ 坪内　裕紀

　(8) 消防学校等

研修名 研修先等 期間

消防本部消防署消防第３グループ 柗井　友翔

消防本部消防署消防第２グループ 久保原　萌

消防本部消防署消防第１グループ 笹森　紫音

消防本部消防署消防第３グループ 林　佳樹

消防職員救助科第53期 10/3-10/31 消防本部消防署消防第３グループ 中村　祥太郎

消防職員火災調査科第67期 11/11-11/22 消防本部総務課予防グループ 浦野　和也

消防職員はしご車等運用科第40期 11/26-11/28 消防本部消防署消防第２グループ 長谷川　巧馬

消防職員警防科第73期 12/3-12/18 消防本部消防署消防第３グループ 伊藤　太一

消防職員指揮隊科第13期 1/9-1/16 消防本部消防署 釜江　宏延

　(11) その他消防職員救急科139期 1/27-3/21 消防本部消防署消防第３グループ 柗井　友翔

救急救命士研修課程第34期 名古屋市救急救命研修所 8/20-3/11 消防本部消防署消防第２グループ 阿谷　勇

査察業務マネジメントコース第８回 消防大学校 10/17-10/23 消防本部総務課予防グループ 伊藤　孝夫

上級幹部科第88期 消防大学校 1/21-2/6 消防本部総務課 加藤　正人

受講者名（不当要求防止責任者）

研修名 受講者名

消防職員初任科第119期 10/1-3/25

第36期全国地域リーダー養成塾

不当要求防止責任者講習会

一宮市役所尾西庁舎生涯学習セン
ター

春日井市民会館

1/16

1/30

市民協働部市民窓口課窓口グループ

これからの子育て支援～安心して子育てができるまちを目指して～

受講者名

受講者名

目的：暴力団等による不当要求に対して、的確に対応するために必要な知識、技能を習得する。（主催：愛知県警察本部）

岩倉市商工会青年部

受講者名

目的：地域活動等を通して、人との接し方や組織の動かし方などを実践的に学ぶことにより、積極的・主体的に行動できる職員を養成する。

自治体外国人施策の実務～第一線で対応する方のために～

岩倉青年会議所

研修名

伊藤　俊樹

消防職員初任科第118期

愛知県消防学校

4/4-9/19

受講者名

派遣先

岩倉市商工会青年部

岩倉青年会議所

第２部課程第206期

研修名

 
 
13



　(9) その他

課名〔合計人数〕

建設部上下水道課
〔５名〕

教育部生涯学習課
〔４名〕

議会事務局
〔２名〕

３　派遣研修講師 

研修名（科目・主催） 開催市 期間

新規採用職員後期研修（地方公務員
の話・尾張五市二町研修協議会）

犬山市 10/7-8,18,21 教育部生涯学習課スポーツグループ 山内　雅史

派遣研修参加者合計 411名

高齢者の保健事業と介護予防等の一体的実施に関する意見交換会〔１〕、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進に向けた研修会〔２〕、市
町村ゼミナール〔１〕、江南保健所新任保健師等保健指導研修会〔６〕、新任期保健師等保健指導研修会〔２〕、能登半島地震における応援派遣活動
報告会〔１〕、保健師のための専門講座〔１〕、研修会（保健師）〔１〕、新任期保健師等保健指導研修会〔２〕、江南保健所妊娠・出産包括支援推
進事業事例検討会〔６〕、精神障害者地域移行・地域定着支援推進研修（中核的人材研修）〔１〕、保健師管理者研修〔１〕、東海北陸ブロック保健
師研修会〔１〕、母子保健指導者研修会〔２〕、こども家庭庁母子保健指導者養成研修〔３〕、愛知県肝炎医療コーディネーター養成講習会〔１〕、
妊娠・出産包括支援推進研修会〔１〕、小児ＣＫＤ対策講習会〔１〕、市町村保健師協議会研修〔２〕、小児慢性特定疾病児童自立支援事業研修会
〔１〕、在宅療養児支援研修会〔１〕、愛知県歯科衛生士人材育成研修〔３〕、愛知県歯科口腔保健推進研修〔１〕、口腔ケア推進研修〔１〕、愛知
県健康危機管理歯科保健医療人材育成研修〔１〕、江南・清須・津島保健所地域歯科保健課題対応事業研修〔１〕、口腔機能育成支援者養成研修
〔１〕、行政歯科保健担当者研修会〔１〕、名鉄病院予防接種懇話会〔２〕、保健所・市町村等栄養担当者合同研修会〔１〕、愛知県市町村保健行政
栄養士連絡協議会研修会〔１〕、野菜摂取推進に向けた食育研修会〔１〕、愛知県予防接種基礎講座〔２〕、予防接種従事者研修会〔１〕、周産期医
療現場スタッフと取り組む子育て支援に関する研修会〔１〕、新生児期からのスキンケア＆ママの産前・産後ケア講座〔１〕、愛知県市町村保健師協
議会通常総会研修会〔１〕、保健師のための専門講座〔２〕

健康こども未来部
健康課
〔60名〕

こどもまんなか！放課後勉強会〔１〕、こども誰でも通園制度・総合支援システムに関する全自治体向け研修会〔２〕、児童・母子福祉担当職員新任
研修〔２〕、児童（・障害者）相談センター新任研修〔５〕、要保護児童対策調整機関の調整担当者研修〔２〕、こども家庭センター統括支援員基礎
研修〔２〕、ヤングケアラー支援関係機関地区別研修会〔１〕、市町村女性問題相談員・窓口担当者実務研修〔１〕、北名古屋市子ども・若者支援地
域協議会研修会〔１〕、愛知県女性相談支援基礎研修〔２〕、精神障害者地域移行・地域定着支援推進研修〔１〕、女性問題相談員ネットワーク事業
研修〔１〕、家庭相談員研修会〔３〕、母子家庭等自立支援相談関係者研修会〔３〕、愛知県母子・父子自立支援員等連絡協議会研修会〔１〕、母子
福祉研修会〔１〕、虐待対応等研修〔３〕、児童館初任職員研修〔２〕、西尾張ブロック研修会〔７〕、児童館職員研修会〔４〕、児童厚生員研修会
〔10〕、放課後児童支援員認定資格研修〔４〕、児童館職員専門研修会〔１〕、児童館長研修〔１〕、愛知県障害児等療育支援事業〔14〕、愛知現任
保育士研修〔７〕、愛知県地域子育て支援センター事業連絡協議会研修〔８〕、地域子育て支援員研修〔１〕

健康こども未来部
こども家庭課

〔91名〕

屋外広告物事務初任者講習会〔１〕、小牧税務署管内用地税務担当者会議研修会〔４〕、中部地区土地政策推進連携協議会初任者研修〔１〕、建築災
害実務講座〔２〕、用地事務専門研修〔１〕、建設技術研修〔１〕、中部地区用地対策連絡協議会中堅研修〔１〕、被災建築物応急危険度判定士講習
会〔１〕、用地事務初級研修〔１〕、一宮建設事務所管内事業協議会技術研修会〔１〕、環境管理講座〔１〕、県下検査事務連絡協議会臨場検査研修
〔１〕、被災建築物応急危険度判定コーディネーター講習会〔１〕

建設部都市整備課
〔17名〕

市民協働部
協働安全課
〔14名〕

尾北統計研究協議会研修会〔４〕、愛知県地方統計職員業務研修（基礎〔３〕・専門〔１〕）、ＤＸ特別研修〔１〕、甲種防火管理講習〔１〕、選挙
事務研修会〔２〕、実践的サイバー防御演習〔２〕、特定個人情報に係るインシデント対応訓練〔７〕、安全運転管理者講習会〔１〕、行政相談委員
協議会尾張西地区自主研修会〔１〕、岩倉市危険物安全協会研修会〔１〕、副安全運転管理者等講習〔１〕、eラーニングによる情報連携に向けた研修
〔５〕

総務部行政課
〔30名〕

建設部維持管理課
〔15名〕

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者特別教育〔１〕、下水道研修〔１〕、部局を横断した取組を考える研修〔１〕、下水道技術研修会〔１〕、下水道
災害応急対策訓練〔１〕

小型移動式クレーン運転技能講習〔３〕、小型船舶操縦士更新講習〔３〕、フルハーネス型墜落制止用器具特別教育〔３〕、酸素欠乏・硫化水素危険
作業主任者特別教育〔３〕、玉掛け技能講習〔１〕、愛知ＭＣＬＳマネージメントコース〔１〕、災害時・災害訓練に役立つトリアージ研修会
〔３〕、ＰＥＭＥＣコース〔２〕、分娩介助講習会〔１〕

消防本部総務課
〔20名〕

名古屋市消防局 4/1-3/31

市議会議員共済会議員年金に関する研修会〔１〕、愛知県町村議会広報研修会〔１〕

愛知県社会教育委員連絡協議会西尾張支部研修会〔１〕、丹葉地区社会教育委員研修会〔１〕、文化財建造物担当者課題研修会〔１〕、愛知県公民館
連合会西尾張支部公民館関係職員研修会〔１〕

名古屋市消防局職員研修（教官派
遣）

研修名〔受講者数〕

丹羽　祐弥

講師名

名古屋市救急救命研修所

道路橋の長寿命化対策に関わる技術講習会〔１〕、無電柱化事業担当者研修〔１〕、特殊車両通行許可申請審査業務研修〔１〕、江南岩倉地区業務研
修会〔２〕、応急危険度判定士講習会〔２〕、公園視察研修〔３〕、交通安全施設技術研修会〔１〕、橋梁維持補修講座〔２〕、中部版「くしの歯作
戦」勉強会〔１〕、大規模地震時における道路啓開に関する勉強会〔１〕

放射線測定器捜査研修〔１〕、愛知県防災情報システム操作研修会〔１〕、行政人材育成研修基礎研修〔１〕、ペット同行避難対策研修会〔１〕、防
災力強化研修〔１〕、犯罪被害者等支援に係る研修会〔１〕、消費生活相談員新任研修会〔１〕、組織が連携した災害対応を進めるための部局を横断
した取組を考える研修〔１〕、市町村男女共同参画行政担当者研修会〔１〕、あいち地域日本語教育研修会〔１〕、地方公共団体職員外国人施策推進
研修〔１〕、外国人相談担当者研修会〔１〕、連携協働のためのコーディネーター専科〔２〕
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研修指導者資格取得者名簿 

令和７年４月１日現在

１ 人事院式監督者研修(ＪＳＴ)指導者 

佐野 剛 西村 忠寿 竹井 鉄次 佐藤 信次 

２ 接遇研修指導者養成講座修了者 

佐野 剛 石川 文子 若森 豊子 高橋 善美 室町 裕子 

小﨑 尚美 加藤 淳 佐野 亜矢 夫馬 拓也 三輪 愛 

坂﨑 香織 吉田 紗野子 

３ 討議式研修｢公務員倫理を考える」（ＪＫＥＴ）指導者 

佐野 剛 富 也 神山 秀行 秋田 伸裕 加藤 淳 

４ 自治大学校講師養成課目修了者 

伊藤 新治 

(H23) 

佐藤 信次 

(H23) 

井手上 豊彦

(H24) 

秋田 伸裕 

(H25) 

西村 忠寿 

(H25) 

竹井 鉄次 

(H26) 

岡 茂雄 

(H27) 

加藤 淳 

(H28) 

酒井 寿 

(H29) 

水野 晴子 

(H30) 

水野 功一 

(R3) 

山内 雅史 

（R5） 

櫻井 陽介 

（R6） 

その他派遣研修等受講者一覧 

１ 全国地域リーダー養成塾 

須藤 隆 

(H24) 

岸 晃平 

(H25) 

寺澤 顕 

(H26) 

今枝 正継 

(H27) 

南端 隆佳 

(H28) 

伊藤 俊樹 

(H29) 

宇佐美 祐二

(H30) 

小林 久之 

(R1) 

鈴木 奈々美 

(R4) 

真野 友貴 

（R5） 

坪内 裕紀 

（R6） 

２ 岩倉市商工会青年部及び岩倉青年会議所 

期 間 
岩倉市商工会青年部 

（対象年齢：45歳まで） 

岩倉青年会議所 

（対象年齢：40歳まで） 

H31.1.1～R1.12.31 渡部 正樹 堀 宏志 

R2.1.1～R2.12.31 - 
関戸 浩史 

R3.1.1～R3.12.31 
桑野 侑樹 

R4.1.1～R4.12.31 後藤 大輔 

R5.1.1～R5.12.31 櫻井 祥人 小島 沙織 

R6.1.1～R6.12.31 伊藤 俊樹 八木 拓哉 

R7.1.1～R7.12.31 伊藤 俊樹 北川 浩也 
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区 分 所属 職  名 氏  名

委員長 - 副 市 長 柴 田 義 晴

委  員 総 務 部 部 長 中 村 定 秋

〃 市 民 窓 口 課 主 幹 佐 野 亜 矢

〃 長 寿 介 護 課 主 幹 新 中 須 俊 一

〃 都 市 整 備 課 課 長 加 藤 淳

〃 会 計 管 財 課 課 長 若 森 豊 子

〃 学 校 教 育 課 課 長 中 野 高 歳

岩倉市職員人材育成推進委員会委員名簿（令和６年度）
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